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概要：我々は日常生活において，微細な粘弾性の違いを異なったオノマトペを用いて表現すること

がある．しかし，そのような触覚オノマトペ同士の違いと物性との関係を明らかにした研究は少な

い．本研究は，物体の柔らかさを表現する際のオノマトペの違いと物性との関連性を明らかにする

ことを目的とする．実験では異なる粘弾性の振る舞いを示す二次元断面の動画を用い，映像の触覚

を形容するオノマトペを被験者に回答させた．実験結果からオノマトペのモーラと物性の関係性を

考察した．  
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1. はじめに 

日常生活において触感の微細な違いをオノマトペで表

現する場面がある．例えば，人の頬の柔らかさを表現す

る際に，「ふにふに」した頬や「ぷにぷに」した頬のよう

にニュアンスの異なるオノマトペを用いることがある．し

かし，表現する意味が似ている触覚オノマトペ同士の明確

な違いは物性との定量的な関係は明らかになっていると

は言い難い．物性とオノマトペの関係を明らかにすること

で，オノマトペで表現することなできる範囲の微細な柔軟

感の違いを定量的に表現することが可能になり，触感が重

要な商品開発等に応用できると考えられる． 

オノマトペと触覚の関連は，これまで実物体を用いて多

く研究されてきた．渡邊ら[1]は 50 種の実物体を用いて触

感からオノマトペの回答と快不快の 7段階評価を行い，触

感の快不快とオノマトペの関係性を明確化する研究を行

った．早川ら[2]は大きさ感，摩擦感，粘性感の 3つに対し

て 5段階の主観評価と主成分分析を行い，オノマトペ分布

図を作成し，触対象とオノマトペ自体の関係性の分析をす

る研究を行った．また，実物体ごとの違いを物理的に研究

した実験もある．これらの研究は主に主観的な評価とオノ

マトペの関係性を明らかにすることを目的としており，物

性とオノマトペの関係性を明確化させる研究は少ない． 

本研究は，物体の柔らかさを表現する際のオノマトペ 

の違いと物性の関連性を明確にすることを目的とする．本

稿ではその予備的検討として，ポアソン比，最下点までの

指の押し込み速度，指の押し込み深さ，物体から指を離す

動作の有無の 4条件を変化させた 2次元動画に対して粘弾

性とオノマトペを主観的に評価する実験を行い，オノマト

ペのモーラと物性との関係性を考察する． 

 

2. 実験方法 

2.1 実験動画 

プログラミング環境 Processing を用いて指で物体を押

す動画を作成した(図 1)．作成した動画の画面サイズは

600×600px であり，押し込み対象の物体は 200×200[px] 

の円形で作成した．動画は押し込み対象のポアソン比を 3

通り(0.001, 0.25, 0.5) ，指の押し込み速度を 2通り(最下点

までの到達秒数が 2秒と 4秒) ，指の押し込み深さを 3通

り(42, 63, 84px) ，指を物体から離す動作を 2通り(あり, な

し) の 4 条件で全 36 動画を作成した．押し込む動作は動

画中で一度だけ行うこととした．なおポアソン比は弾性物

体の体積変化のしやすさを表す指標であり，完全に非圧縮

な物体（例えば水風船）であれば 0.5，完全に圧縮される

物体（例えば多孔性のスポンジ）では 0となる． 

2.2 実験手順 

実験はすべて遠隔で行った．鍵谷らの実験手順[3]を参考

に以下のように実験を行った．被験者に実験動画 36 個と

評価用の Excel ファイルと説明用の PDF をオンライン上

で個別に送った．始めに 説明資料を見てから実験を行う

ようにしてもらい，1つの動画を視聴したら，その動画に 
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返した．実験の評価は Excel に記入してもらい，実験が終

了次第，記入済み Excel ファイルを返信してもらった．動

画を見せる順番は，事前に実験者側でランダム化した． 

実験の評価として被験者は，自然さ，粘性感，弾性感，

想起されるオノマトペをそれぞれ回答した．自然さを 7

段階評価(6:とても自然，5:かなり自然，4:やや自然，3:ど

ちらでもない，2:やや不自然，1:かなり不自然，0:とても

不自然) で回答した．粘性と弾性は 0-100 点の点数で回答

した．また，動画から考えられるオノマトペを 1つ以上挙

げてもらった．すべての回答は評価用 Excel に記入する形

で行った．評価をしている動画は評価中なら何度でも見返

すことができた． 

著者のうち 2名を含む 11名(男性 7名，女性 4名，21-43

才) を被験者とし，実験を行った．柔軟物を表現するオノ

マトペと物性の関係を明らかにすることを目的としてい

るため，オノマトペの回答では硬軟感を表現する語を用い

るよう指示を行った． 

 

3. 実験結果 

実験の結果，全被験者の自然さの平均は 3.79，粘性の平

均は 36.8 点，弾性の平均は 58.3 点であった．オノマトペ

は合計で 452個得られ，1人当たり 41.1個，1動画当たり

1.14個となった．オノマトペの解析にあたり，実験で得ら

れたオノマトペを第 1モーラの母音と子音，第 2モーラの

母音と子音に分解した．分解には藤沢らの手法を参考にし

た[4]．/N/ は撥音，/Q/ は促音，/R/ は長音とする．図 2, 図 

3, 図 4, 図 5, にオノマトペをモーラごとに分けた結果

をカラースケールで示した． 

 

4. 考察 

分解したモーラより，第 1 モーラ子音では，/g/ が使用

された数が最も多い(例えばぐにょ，ぐー等) ．特に，最下

点までの押し込み速度が 4 秒の時に/g/ の使用個数が増え

ており，押し込み速度が遅い方が/g/ を使用したオノマト

ペを回答しやすくなる傾向が見て取れる．/p/ は/g/ の次に

使用された数が多く(例えばぽよん，ぷに等) ，指が離れる

動作がある動画で多く使用されている．これより，指が離

れる動作によって/p/ を使用したオノマトペが想起されや

すいと考えられる．第 1 モーラ母音では/u/ が使用される

 

 

 
図 3:第 1モーラ母音 

図 2:第 1モーラ子音 

 

図 1:実験動画 (A)指を離す動作がある動画 (B)指を離

す動作のない動画 
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頻度が高く，柔軟物を表現するオノマトペには物性の関係

なく多く使用されることが示唆される． 

次に第 2モーラについて検討する．第 2モーラ子音では，

/R/ の使用された回数が多かった(例えばぐー，ふーに等)．

これは，被験者の中で長音を高頻度で使用している人が複

数人いたため回数が多くなっていると考えられる．また，

長音の回答数はポアソン比ごとに似た結果になっている

ため，ポアソン比と長音には関連性があると考える．第 2

モーラ母音では，/o/ の使用される回数が多く(例えばふに

ょ，ぽよん等) ，特に最下点までの押し込み速度が 2秒の

際に使用される回数が多くなっている．これより，押し込

み速度が速い際は/o/ を使用するオノマトペが想起される

と考えられる． 

今回の実験結果では，「ぷにぷに」のように 2 モーラの

反復を回答する人が少なかった．これは物体を押し込む動

作を 1 度だけ行う動画を使用したことが原因と予想され

る．そのため，動画を作成する際には指の押し込み回数に

ついても考慮する必要があると考える．また，動画全体の

自然さの平均は 3.79 であるので不自然だと感じた被験者

は少なかったと思われる．しかし，權ら[5]の研究によると

オノマトペの回答数は自然なものの方が多くなることか

ら，今後実物体を用いた動画を観た評価との比較も必要

になると考えられる． 

 

5. おわりに 

本論文では，物体を指で押す動画を自然さ，粘弾性，オ

ノマトペの自由回答により評価を行った．得られた結果

よりカラースケールを作成し，オノマトペのモーラと物性

の関連性を論じた．今後は 2次元の動画の押し込み回数を

変更して結果に違いが生じるか調査するのとともに実物

体に対して視覚刺激と触覚刺激を受けた場合に，同一物体

に対するオノマトペ表現に差異があるかを調べていく． 
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図 5:第 2モーラ母音 

図 4:第 2モーラ子音 
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